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研究成果の概要（和文）：  本研究は、終末期にある療養者のための食事ガイドラインの開発を目的とする。文
献検討、聞き取り調査などにより「終末期にある療養者のための食事ガイドライン」を作成した。ガイドライン
は、1)食事をどのようにとらえているかという「療養者が抱く食事の意味」「介護者が抱く食事の意味」の項目
と、2)身体状況と介護力にあった食事を選択するための「療養者の摂食・嚥下機能」「介護者の介護負担状況」
の項目と、3)医療介護の専門職による支援がどの程度得られるかという「医療の専門職の支援状況」「介護の専
門職の支援状況」の項目にわけて、その内容によって適切な食事へ導けるように構成して作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop dietary guidelines for patient in 
the terminal phase of the disease. A "dietary guideline for patient in the terminal phase of the 
disease" was prepared based on literature reviews and interview surveys. The guidelines consist of 
the following items. 1) How the patient perceives the meal, and 2) Select the meal that matches the 
patient's physical condition and the caregiver's ability. 3) the degree of support provided by 
medical professionals, and the extent to which professional support can be obtained. Each item was 
configured and created so that it could lead to appropriate meals.

研究分野：看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の目的は、終末期にある療養者のための食事ガイドラインを開発することである。 在宅において積極
的な治療を望まず、患者というよりも、療養者として終末期をおだやかにすごしたいという希望から、治療方法
のひとつである中心静脈栄養や経管栄養を望まない人もいる。終末期のQOLの視点からも、口からの食事を望む
声は大きいと思われる。しかし、栄養状態を良くする目的ではなく、最期のときを充実させるための食事に関す
るガイドラインは、これまで考えられてこなかった。在宅で最期の時をすごす療養者が増える我が国において、
本ガイドラインの意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 1950 年時点で 5％に満たなかった高齢化率（65歳以上人口割合）は、1985（昭和 60）年には
10.3％、2005（平成 17）年には 20.2％と急速に上昇し、2015（平成 27）年は 26.7％となってい
る。将来（出生中位・死亡中位推計）においても、2060 年まで一貫して高齢化率は上昇していく
ことが見込まれており、2060 年時点では約 2.5 人に 1人が 65歳以上の高齢者となる見込みであ
る（平成 28 年版厚生労働白書）。さらに、我が国においては、団塊の世代が後期高齢者となる
2025 年が目前にせまってきている。これ以降、多くの高齢者が在宅で最期のときをすごすよう
になることが予測されている。在宅療養における介護負担の大きさは社会問題ともなっている。
在宅で、積極的な治療を望まない場合、そこでは生活の援助者として、介護者が関わることにな
る。特に、医療処置を望まない場合は、中心静脈栄養や経管栄養をしていないため、介護者は日々
の食事をどうして良いのか悩むが、終末期の療養者に対する食事はどうあるべきか示した指針
は見当たらない。終末期にある療養者のための食事ガイドラインの作成は現在の日本に求めら
れる緊急の課題である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、終末期にある療養者のための食事ガイドラインを開発することである。 
 栄養状態を良くする目的ではなく、最期のときを充実させるための食事に関するガイドライ
ンは、これまで考えられてこなかった。しかし、事例の発表や現場の工夫についての先行文献は
存在する。それらに加えて、知見を持ち寄り、現場の専門家の意見を取り入れ、現状や関連要因
を集積することで、ガイドライン作成を試みる。医療ではなく、療養者の生活という視点で、現
状に即した、有用性の高い終末期にある療養者のための食事ガイドラインを作成するものであ
る。 
 
３．研究の方法 
終末期にある療養者・患者・介護者に関する看護学の研究者と、在宅における栄養の研究者お
よび統計学の研究者が、各研究分野の先行文献と知見、必要に応じて研究フィールドにおける聞
き取りおよびアンケート調査から、「終末期にある療養者のための食事ガイドライン」を作成す
る。 
 
４．研究成果 
１）終末期にある療養者の食事の実態と意味に関する検討 
終末期のがん患者とその家族が書いた 8 冊の闘病記を対象に、食事に関する文章を抜き出
し、テキストマイニングの手法を用いて分析した。クラスター分析の結果、闘病記の食事に関
する記述内容は 5つのクラスターに類型化された。「食べられる食事形態」「口から食べること
は生きること」「最期の希望」「食べる喜び」「食べられることへの感謝」と解釈した。闘病記を
分析した結果、終末期のがん患者は、口から食べられることに希望を見出し、嚥下困難や疼痛
があっても、何とか口から食べることのできる食事形態を模索していることがわかった。また、
食べることができる一日一日に感謝し、最期に残された喜びともなっていた。食は生きている
実感をもたらし、生きる希望をつなぐ役割を持っていることが示唆された。終末期にあるがん
患者にとって、食事は重要な意味を持っていることが明らかとなった。さらに、緩和ケアを受
ける患者の食事に関連した事例研究の抄録を、テキストマイニングの手法を用いて分析するこ
とによって、食事の実態と意味を検討した。クラスター分析の結果、緩和ケアを受ける患者の
食事に関する記述内容は 5 つのクラスターに類型化された。「食事に対するチームアプローチ
の重要性」「状態に合わせた食事の提供」「患者・家族にとっての食事の重要性」「食べることは
希望」「家で食事できる意味」と解釈した。住み慣れた場所で、患者を含めた家族で食事するこ
とが生きる希望につながっていると思われた。 
 
２）療養者が求める食事 
 がん患者に対して、どのような食生活支援がなされているのか明らかに することを目的に
文献の検討を行った。テキストマイニングの手法を用いて、クラスター分析を行った結果、研
究内容は、「がん患者への食事の工夫」「終末期にあるがん患者の食事」「がん患者のサルコペニ
アと食事の関連」「がん患者の食事摂取量の実態」「栄養サポートチームによる介入の効果」に
分類された。研究内容は「がん患者への食事の工夫」が最も多く、工夫によって患者の食事摂
取量が増えたという結果が報告されていた。どの報告も、見た目が美しく、味がおいしいと感
じられ、食べる気分になる食事を目指して工夫を重ねていた。日本の伝統的な食事や味付けを
生かす工夫も多く、食べなれた味が大切にされていた。また、季節が感じられる食事や祭りな
ど行事に伴う食事も提案されていた。食事が栄養状態の改善だけではなく、生きる楽しみを提
供し、生活の質の向上にも貢献していることが示唆された。 
 
３）終末期にある療養者の食事援助に関する文献検討（日本と海外） 



（１）日本の場合 
終末期における食事援助に関する日本の論文を調査した。テキストマイニングの手法を用
いて、クラスター分析を行った結果、調査した論文の内容は、「食事介助の工夫に関する事例
研究」、「介護者の食事介助の負担に関する研究」、「訪問看護による食事介助の負担に関する
研究」に分類された。これらの分類のうち、調査内容の最も多くを占めるのは「食事介助の
工夫に関する事例研究」であり、食事介助を工夫することにより終末期にある療養者の食事
摂取量が改善したことが報告されていた。 
（２）海外の場合 
国際的な英語文献を対象に、終末期にある患者の食事援助に関して文献検討を行った。テ 
キストマイニングの手法を用いて、クラスター分析を行った結果、「終末期にある患者の栄養 
   状態の向上または維持を目的とした介入研究」「食事と嚥下障害の程度との関連に関する研
究」「食事と化学療法の時期との関連に関する研究」「終末期にある患者の食事援助に対する
介護者の負担に関する研究」「終末期にある患者の食事に対する本人または家族の経験に関
する研究」に分類された。「終末期にある患者の栄養状態の向上または維持を目的とした介入
研究」が最も多く、食事の選び方、食事の内容、食事の間隔など、さまざまな工夫が提案さ
れ、実施した結果が報告されていた。各国とも、終末期の患者が少しでも食欲を増すことは
できないか、栄養状態を維持・改善することはできないかという目的で、方法を模索してい
ることが明らかになった。 
 
４） 終末期にある療養者の栄養管理に関する文献検討 
  終末期にある療養者の栄養管理に関して文献検討を行った。テキストマイニングの手法を 
用いて、クラスター分析を行った結果、4つのクラスターに類型化された。「終末期の希望を維
持する食事援助の経験」「入院時における経口摂取継続を維持するための検討」「がん患者の食
事と看取りに関するケア」「高齢者施設における緩和ケアと食事」と解釈した。食事が患者の希
望をつなぐことができた援助経験が報告されていた。また、病院においてもなるべく経口摂取
が維持できるような援助が検討され、がん患者の看取りにおいて食事に関するケアが重視され
ていることもわかった。高齢者施設においても、緩和ケアを行う中で食事のあり方が検討され
ていた。終末期の療養者に対する栄養管理は、口から食べられることを重視し、支援方法が経
験に基づいて模索されていることがわかった。 
 
以上の文献検討の内容、研究者の専門的な経験や知見、研究フィールドにおける聞き取りによ
る結果を持ち寄り、研究者間で検討を重ね「終末期にある療養者のための食事ガイドライン（案）」
を作成した。この（案）を関連の研修会の場や研究フィールドにおいて説明し、意見を聴取した
ところ、家族の状況を吟味する項目が欠けていることがわかった。さらに、口腔ケアに関する学
会に参加したところ、口から食べることの支援に関して看護師以外の専門職が多くかかわるよ
うになっているとの意見があり、再検討を行った。 
 
５）終末期にある療養者の食事援助と家族に関する文献検討 
終末期にある療養者の食事援助と家族に関する文献検討を行った。テキストマイニングの手  
法を用いて、クラスター分析を行った結果、4つに類型化され、「最期まで経口摂取を維持する 
 生活は家族にとっての希望となる」「食事の支援方法は患者・家族の意思を尊重する」「自宅で
可能な食事を考えることが必要」「患者の思いに寄り添った食のケアが必要」と解釈した。患者
が最期まで口から食事するという、医療に依存しない食事方法は、患者だけではなく、家族に
とっても希望につながっていた。患者の思いに寄り添い、かつ家族が自宅でできる方法を検討
支援することの必要性が示唆された。 
 
６）終末期にある療養者が口から食べることを支援する人たちに関する文献検討 
ターミナルケアにかかわる人たちがどのように口から食べることを支援しているのか知るた 
 めに、口から食べることの支援に関する研究を分析した。テキストマイニングの手法を用いて、
クラスター分析を行った結果、4つのクラスターに類型化された。内容を吟味した結果、「口腔
ケアによって患者の経口摂取を支える」「リハビリテーションによって食べる機能を支える」
「歯科医療によって摂食嚥下を支える」「栄養ケアの実践によって経口摂取を支える」と解釈し
た。口から食べることは、看護師、リハビリテーションの専門職、歯科関係の専門職、栄養士
と、摂食に関する専門職が各々の専門性を生かして支援しており、その効果も検証されつつあ
ることがわかった。口から食べることを専門職がチームで支援している取り組みは近年になっ
て報告されている傾向があり、チームによる支援の広がりがみてとれる。しかし、在宅におい
ては病院と比べて多職種連携の難しさがあるためか、まだ病院における取り組みが主流であっ
た。今後は、在宅におけるチームアプローチの取り組みが増えと予測される。 
 
この分析結果をアンケートに反映して、再検討を行い、「終末期にある療養者のための食事ガ
イドライン（案）」を修正した。修正した「終末期にある療養者のための食事ガイドライン（案）」
について、意見や助言を求めるアンケートを実施するために、プレテストを行った。その段階で、
ほとんどが自由記述になるため、聞き取り調査の方が回答しやすいとの意見が多く、聞き取り調



査も併用した。この結果をもとに「終末期にある療養者のための食事ガイドライン」を作成した。
ガイドラインは、食事をどのようにとらえているかという「療養者が抱く食事の意味」「介護者
が抱く食事の意味」の項目と、身体状況と介護力にあった食事を選択するための「療養者の摂食・
嚥下機能」「介護者の介護負担状況」の項目と、医療介護の専門職による支援がどの程度得られ
るかという「医療の専門職の支援状況」「介護の専門職の支援状況」の項目にわけて、その内容
によって適切な食事へ導けるように構成して作成した。今回は時期的にコロナ禍であり、当事者
（介護者および療養者）を訪問して意見をもらうことはできなかった。今後は、このガイドライ
ンを当事者に直接示し、使いやすさ、理解のしやすさなどについて意見をもらい、修正・改善を
加える予定である。 
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